






























 統計法は 2007 年に全部改正された後，2018 年に再度改正され，2019 年 5 月に施行され




である．それが，東京都において 1400 事業所を調べなければいけないところが，実際は 500




















































































(28) 社会情報教育研究センター研究紀要『社会と統計』第 6 号 
 































図表 3 リモートアクセス時の申請やり取り 
 
 図表 3 はカナダ統計局での申請イメージを図にまとめたものである．守秘義務があり，




















































国民勘定課（SNA 推計部局) に GFS データを
送付している部局と思われる．GFS 担当部局
は日本以外の多くの主要国に存在している．カ






















 2019 年 4 月 1 日現在，図表 5 の通り，統計センターでは総務省が主管する六つの調査の
匿名データの提供を行っている．  
図表 4 組織的利用の例 
出所：ABS HP 組織図より抜粋 
［論文］ミクロデータ分析と公的統計データベースに関する展開 (31) 
 









付することで可能になる．なお手数料は，事務手数料 1950 円，提供ファイル 1 ファイルご

















のである．アメリカでは，1963 年に 1960 年人口住宅センサスを，カナダではその 10 年後
の 1973 年に 1971 年人口センサスのミクロデータファイル提供を開始した．この 2 か国の
提供方法は大きく異ならず，違うのは一般使用ミクロデータに関してアメリカでは主に料
金さえ払えば誰でもアクセスできるのに対して，カナダでは使用者によって提供方法が区
(32) 社会情報教育研究センター研究紀要『社会と統計』第 6 号 
別されている点くらいである．提供媒体は CD-R が中心で，インターネット経由でも行わ








状と課題が浮き彫りになるのは 2000 年代に入ってからである． 
 次に森（2004a,b）から統計法規の確認を簡単にする．「統計法」は，1947 年（昭和 22 年）
に制定され，以来その本質は変わっていない．第 2，3 条において指定統計の定義と法的根













































































本国内の研究者の合同による調査票情報を用いた国際共同研究は，2019 年 5~12 月までで














官民オープンデータ利活用の動向及び人材育成の取組（2019 年度) の開催 
日時：令和元（2019) 年 11 月 15 日（金）9：45～17：50 






































































を利用するため，試験運用に入っている．2020 年 1 月 28 日公的統計ミクロデータ研究コ
ンソーシアムシンポジウム（https://kokucheese.com/event/index/589299/）が開催され，研



























開発し，さらにそれらを国民共有の統計指標として 2018 年（平成 30 年 1 月分）から提供
することを提言した． 






































(38) 社会情報教育研究センター研究紀要『社会と統計』第 6 号 
3．消費動向・データの現状・推定方法 




















2019 年 4 月までの旧統計法において母集団名簿の利用は公的機関に限られていたが，5
月の新統計法から大学など民間団体でも公益があると認められれば，国勢調査，経済センサ
スといった母集団情報を直接オンサイト施設にて利用できるようになった．ただし，オンサ































































1) なお，Ⅱの 1～3，Ⅲの CTI に関する内容は政府統計部会事業としてリサーチアシスタ
ントの石田航一が調べ，部会メンバーが分担して取りまとめた内容が含まれる． 
2) 鈴木良介（出演），2012，「社会を変える“ビッグデータ”革命」，『クローズアップ現
代』，NHK 総合，2012 年 5 月 28 日．などがある． 
3) 総務省，2012，『情報通信白書』． 











































志林』，Vol. 72，No. 1・2，33-65． 
山口幸三，2008，「政府統計の個票利用と統計法改正―試行的提供の経験を踏まえて―」，



























(42) 社会情報教育研究センター研究紀要『社会と統計』第 6 号 
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The Recent Development of Micro Data Analysis and Official 
Statistic Databases in Japan 
 
 




The Statistics Act which was completely revised in 2007 was partially revised 
again and put into force in May 2019. Generally speaking, law systems are not changed 
all at once, but they are gradually developed through feedback processes between 
research analysis and law system changes. Because statistic systems in Japan are far 
less accessible compared to some Nordic countries, it is very important for the Japanese 
system to catch up with those countries through law revision and improving the 
execution of laws. 
 In this paper, we will show survey research about statistical studies using micro data 
following the Statistics Act revision in 2019. In addition, we will use not only literature 
review but also the reports from our research trip. It was found that there are only a few 
studies which advance official statistic systems focusing on on-site data usage services, 
utilize established frame databases such as the Economic Census, and contain a 
combination of other official statistics and private data. Therefore, it can be determined 
that the accessibility of statistic systems in Japan was not improved by the law revision 
in 2019 and the gap between Japanese systems and Nordic systems continue to exist for 
the moment.  
 It was said that on-site data usage services would be gradually expanded. Considering 
the secondary use services for official statistics have been well developed, if 
administrative data availability is improved, it would be possible that the recent 
development of micro data analysis would contribute to the advancement of statistic 
systems. 
 
Key words : secondary use services for official statistics, Statistics Act revision, micro 
data, on-site data usage service, remote access data usage service 
  
  
